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編集後記

近畿大学大学院総合理工学研究科では,平 成16年 新 しい概念の大学院 「東大阪モ ノづ く

り専攻」(修 士課程)を 開設 し,次 いで平成20年 には博士後期課程 を開設 した.そ して,

学生一 教員一企業技術者が三位一体 となった"教 育の産学連携"に よって,実 社会 と乖離

しない技術者 を育成す るプログラムを構築 してきた.こ の成果によって,平 成20年 度 「東

大阪モ ノづ くりイ ノベー ションプ ログラム」 として文部科学省大学院教育改革支援 プログ

ラムに採択 された.

本報告書は,「 東大阪モ ノづ くりイノベーシ ョンプログラム」の成果をまとめたものであ

る.特 に本プ ログラムの特徴である,セ カン ドメジャー制度 におけるプログラム開発 と演

習結果報告,総 合的な研究者 ・技術者の育成 に携わってきた教員や企業経験者(SS&SE)

の報告,外 部評価委員会の報告,外 部招聴講師による特別講義を受講 した学生 の報告,外

部招聴講師のコメン トな どを中心にま とめた.今 回のプロジェク トは,数 多 くの企業の方々,

教員,学 生 を巻 き込んだ活動 になったが,今 後 も本学 において,教 育改善が継続 して行わ

れることを確信 している.

最後に,本 成果報告書の作成にあた り,原 稿 の集約チ ェックか ら出版 の段取 りまでご尽

力いただいた,東 大阪モ ノづ くりイ ノベー シ ョンプ ログラム事務局の向山智子女史に感謝

申し上げます.(浅 野昌也)
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